
親

鴛

の

浬

藥

経

観

林

智

康

大
乗
浬
契
経
に
は
、
漢
訳
経
典
と
し

て

『
大
般

泥
沮
経
』
六
巻
、

『
大
般
浬
架
経
』
(北
本
四
〇
巻
、
南
本
三
六
巻
)
、『
大
般
浬
葉
経
後
分
』

二
巻
が
あ

る
。
こ
の
中
で
親
鷲
が
依
用
し
た
も
の
は

『
大
般
浬
契
経
』

の
北
本
と
南
本
で
あ
る
。
北
本
は
北
涼
の
曇
無
識
が
訳
し
、

二
二
品
四

〇
巻
か
ら
成
る
。
又
南
本
は
宋
の
慧
厳

・
慧
観

・
謝
霊
運
等
に
よ
る
北

本
の
再
治
本
で
、
こ
れ
は

『
大
般
疸
泥
経
』
を
参
照
し
、
品
名
を
細
か

く
分
け
、

字
句
に
も
多
少
の
修
正
を
加
え
て
二
五
品
三
六
巻
と
成
つ
て

い
る
。
親
黛
の
著
述
に
お
け
る

『
浬
盤
経
』
の
引
用
を
み
る

と
、
『大
般
浬

(
1
)
(
2
)

葉
経
要
文
』
に

一
六
文
、
『
見
聞
集
』
に

一
五
文
、
『
教
行
信
証
』
に
三

三
文
引
か
れ
て
お
り
、
『
浄
土
和
讃
』
の
諸
経
讃

の
中
四
首
が

『
浬
墾

経
』
の
意
に
よ
つ
て
い
る
。
『
大
般
浬
榮
経
要
文
』
は
北
本
 
(旧
宋
版
)
、

『
見
聞
集
』
は
南
本
 
(高
麗
版
・
宋
版
)
 に

よ
り
、

そ
し
て

『
教
行
信

証
』
は
北

・
南
の
両
本
が
混
入
し
て

い
る
。
『
教
行
信
証
』
の

『
浬
葉

経
』
引
文

は
、
『大
般
浬
架
経
墓
文
』
と
同
じ
も

の
が
六
文
、
『
見
聞

集
』
と
合
う
も
の
が

一
一
文
あ
り
、
残
り

一
六
文

は
別

な
引
文

で
あ

る
。
巻
別
に
み
る
と
、
行
巻
に
四
文
、
信
巻
に

一
二
文
、
真
仏
土
巻
に

一
三
文
、
化
身
土
巻
に
四
文
引
か
れ
、
又
坂
東
本

の
別
序

の
前
に
は
、

阿
闇
世
王
に
類
す
る
五
逆
罪
を
犯
し
た
諸
王
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

親
鶯
は
教
巻
に

「
夫
顕
二真
実
教

一者
、
則

『
大
元
量
寿
経
』
是
也
。
」

と

『
大
無
量
寿
経
』
を
真
実
の
教
と
述
べ
て
い
る
故
に
、

当
然
こ
の
経

の
引
用
回
数
が
三
八
回
と
最
も
多
い
こ
と
は
理
解

で
き
る
。

し
か
し
浄

土
教
典
で
な
い

『
浬
葉
経
』
を
何
故
こ
の
よ
う
に
多
く
引

い
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
以
下
そ
の
理
由
を
列
挙
す
る
。

一
、
『浬
梨
経
』
は
釈
尊

一
代
の
結
経
で
あ
り
、
諸
経
の
説
を
追
説

と
い
う
伝
統
的
見
方
に
随

つ
て
い
る
。
即
ち

『
浬
梨
経
』
に
は
、
『
阿
含

経
』
・
『
般
若
経
』
・
『
首
樗
厳
経
』
・
『
法
華
経
』
(
暴

厳
経
』
の
こ
と
)

『如
来
秘
蔵
経
』
(『如
来
蔵
経
』
の
こ
と
)
 の
経
名
を
出
し
、
又

『
阿
閾

仏
国
経
』
・
『
大
無
量
寿
経
』
・
『維
摩
経
』
等

の
思
想
も
含
ま
れ

て
い

る
。
こ
の
経
に
お
い
て

「如
来
常
住
無
有
変
易
」
、
二

切
衆
生
悉
有
仏

性
」
を
説
く
こ
と
は
、
『
法
華
経
』
の
「授
記
作
仏
」
や

「
寿
量
開
顕
」
、

『
如
来
蔵
経
』

の

「
如
来
蔵
」
を
説
く
よ
り
も
、

よ
く
詳
し
く
現
実
的

親
鷺

の
浬
繋
経
観
 
(
林
)
 

二

一
九
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親
鷺

の
浬
桀
経
観
 
(
林
)
 

二
二
〇

で
あ
る
。

二
、
『
浬
繋
経
』
は
浄
、土
教
典

の

『
大
無
量
寿
経
』
や

『観
無
量
寿

経
』
の
内
容
と
相
通
じ
る
特
徴
を
持
つ
故

に
、
『
浬
藥
経
』
を
浄
土

教

典
に
準
じ
た
取
扱
い
を
し
て
い
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
る
と
、

(
1
)
、
行
巻の
一
乗
海
釈
に

『
浬
契
経
』
三
文
と

『華
厳
経
』

一
文
を
連

引
し
、

そ
の
後
の
御
自
釈
に
、
「
爾
者
、
斯
等
覚
悟
、
皆

以
安
養

浄

刹
之
大
利
、
仏
願
難
思
至
徳
也
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

(
2
)
、
信
巻
 
(末
)
 の
逆
諦
摂
取
釈
の

『
浬
契
経
』
四
文
連
引
後

の
御
自

釈
に
、
「
是
以
、
今
拠
二
大
聖
真
説
引
難
化
三
機
、
難
治
三
病
者
、
愚
二

大
悲
弘
誓
引
、帰
二
利
他
信
海
引
衿
二哀
斯
一治
、
憐
二欄
斯
一療
。

喩
如
三

醍
醐
妙
薬
療
一二

切
病
引
濁
世
庶
類
、
繊
悪
群
生
、
応
三
求
二念
金
剛

不
壊
真

心
引
可
三
執
二持
本
願
醍
醐
妙
薬
一也
。
応
レ知
。
」
と
述

べ
て

い
る
。

働
、
真
仏
土
巻
の
結
釈
で
は

『
浬
桀
経
』
の
文
を
入
れ

て
、
「爾
者
、

如
来
真

説
、
宗
師
釈
義
、
明
知
、
顕
二
安
養
浄
刹
真
報
土
引
惑
染
衆

生
、
於
レ
此
不
レ
能
レ
見
レ
性
、
所
レ覆
二
煩
悩
一故
。
『
経
』
言
四
「我
説
三十

住
菩
薩

少
分
見
二
仏
性
の」
故
知
、
到
二
安
楽
仏
国
引
即
必
顕
二仏
性
の

由
二本
願
力
回
向

一故
。
亦

『
経
』
言
下
「衆
生
未
来
具
三
足
荘
二厳
清
浄

之
身
引
而
得
占
見
二仏
性
の」
と
述
べ
て
い
る
。

又
、
『
浄
土
和
讃
』

の
中

の

「
諸
経
の
こ
こ
ろ
に
よ
り
て
弥
陀
和
讃
」

と
い
う
九
首

の
和
讃
中
、
四
首
は
実
に

『
浬
繋
経
』
に
よ
つ
て
い
る
。

三
、
天
台
の

一
乗
と
法
相
の
三
乗
の
間
の
仏
性
論
争
に
対
す
る
親
鷺

自
身
の
見
解
を
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
源
信
の

『
一
乗
要
決
』・
の
影
響

が
大
き
い
。
又
源
信
に
は
浄
土
教
に
関
す
る
著
述

と
し
て
『往
生
要
集
』

が
あ
る
。
と
も
に

『
浬
契
経
』
が
引
か

れ
、
『
一
乗
要
決
』
に
は
七
七

文
、
『
往
生
要
集
』
に
は
三
三
文
あ
る
。
『
一
乗

要
決
』
と

『教
行
信

証
』
の

『
浬
架
経
』
引
文
を
比
較
す
る

と
六
文

合

い
、
「又

『往

生
要

集
』
と

『教
行
信
証
』
と
を
比
較
す
る
と
五
文
合
う
。
特
に

『
一
乗
要

(
3
)

決
』
の
第
六
大
門
遮
二無
性
有
情
実
有
執
一
の
と
こ
ろ
に
現
病
品
の
三
種

病
人
の
響
喩
が
そ
の
ま
ま
引
か
れ
て
い
る
。
『
往
生
要
集
』
は
念
仏

の

実
践
を
讃
仰
す
る
実
践
的
著
述

で
あ
る
が
、
『
一
乗
要
決
』
は

一
乗
仏
性

思
想
の
玄
意
を
述
べ
る
理
論
的
著
述

で
あ
る
。
源
信
は

『
一
乗
要
決
』

に
、
中
国
の
法
宝
と
慧
沼
、

日
本
の
伝
教
と
徳

一
等

の
仏
性
論
争
を
詳

述
し
、
『法
華
経
』
と

『
浬
架
経
』
を
引
用
す
る

こ
と
に

よ

つ
て
、

一

乗
真
実

・
三
乗
方
便
を
論
理
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
で
法
然
の
経
典
観
を
み
る
と
、
『
法
華
経

』
に
対
し
て
は
、
『
念

(
4
)
(
5
)

仏
大
意
』
や

『念
仏
往
生
要
義
抄
』
等
に
凡
夫
に
親
し
み
の
な
い
経
典

(
6
)

ど
言

つ
て
い
る
。
又

『
浬
葉
経
』
に
対

し
て
は
、
『
逆
修
説
法
』
に
、

「
凡
諸
経
中
、
或
有
レ
説
二往
生
浄
土
法
門
或
有
レ
不
レ説
。
『華
厳
経
』

已
説
レ
之
、
即

『
四
十
華
厳
』
中
普
賢
十
願
是
也
。
『
大
般
若
経
』
中
、

総
不
レ
説
レ之
。
『
法
華
経
』
中
説
レ之
、
即
薬
王
品
即
往
生
安
楽
世
界
文

是
也
。
『
浬
架
経
』
中
亦
不
レ説
レ
之
。
」
と
、
『
浬
繋
経
』
に
」は
往

生
浄

土
の
法
が
説
か
れ
て
い
な
い
と
述

べ
て
い
る
。

親
鷺
の

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は

『
法
華
経
』
の
正
引
は
見
ら
れ
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(
7
)

ず
、
信
巻
 
(末
)
 の
王
日
休
の

『
浄
土
文
』
に
、
又
証
巻
の
菩
薩
荘
厳

(
8
)

四
種
を
明
す

『
論
註
』
の
文
中
に
、
各

々
子
引
が
見
ら
れ
る
だ
け

で
あ

る
。
と
こ
ろ
が

『
浬
架
経
』
は

『
大
無
量
寿
経
』
に
次
い
で
多
く
引
か

れ
て
い
る
。
従

つ
て
親
鷺
は
法
然
の
法
華
経
観
を
継
承
し
て
い
る
、が
、

浬
繋
経
観

で
は
む
し
ろ
源
信
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

四
、
馬五
逆
罪
を
犯
し
た
阿
闇
世
王
や

一
閲
提
を
、
親
鷺
は
自
己
自
身

の
上
に
み
た
。
従
つ
て
如
来

の
本
願
は
正
し
く
自
己
の
救
済
を
め
あ
て

と
す
る
も

の
と
し
て
受
け
と
つ
た
。

(
1
)
『
教行
信
証
』
坂
東
本
の
別
序
の
前
に
五
逆
罪
の
諸
王

の
名

が
列

記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
復
有
二
一
臣
一名
二
悉
知
義
一

昔
者
有
レ
王
名

日
二羅
摩
一害
二其
父
一得
レ
紹
二
王
位
一

践
提
大
王

既
楼
真

王
、
那

服
沙
王

迦
帝
迦
王

既
舎
怯
王

月
光
明
王

日
光
明
王

愛
王

持
多
人

王

如
レ是
等
王

皆

害
二其

父
一得
レ
紹
二王
位
一

然
元
」

王
入
二
地
獄
一者
上

於
二
現
在
一既
溜
璃
王

優
陀
邪
王

悪
性
王

鼠
王

蓮
華
王

如
レ
是
等
王
皆
害
二
其
父
一悉
元
下
一
王
生
二
愁

悩
一

者
上」

と
述
べ
、
信
巻
 (末
)
 引
用
の
梵
行
品
の
中
に
あ
る
こ
の
部
分

を
特
に
取
り
出
し
て
い
る
。

(
2
)
 
自
己

の
名
の
上
に

「
愚
禿
」
と
自
称
す
る
。
『教
行
信
証
』
各
巻

の
選
号
は
じ
め
、
総
序
、
別
序
、

後
序
、
信
巻
 (末
)
 逆
諺
摂
取
釈

の
前
、

化
身
土
巻
 
(末
)
 三
願
転
入
の
前
と
す
べ
て
重
要
箇
所
に

み

ら
れ
る
。
『
浬
盤
経
』
で
は
、
諺
法
者
や
醜
餓
の
た
め
に
出
}家
す

る

も
の
を

「禿
人
」
と
か

「禿
居
士
」
と
呼
ん
で
い
る
。

(
3
)
『
浬葉
経
』
原
文
の
意
味
を
訓
み
か
え
た
り
、
省
略

し
て
、
親
鷺

独
自

の
引
用
態
度
が
み
ら
れ
る
。

<
信巻
 
(末
)
 現
病
品
の
引
文
>

(
A
)
迦葉
世
有
三
二
人
一其
病
難
レ
治

一
諺
大
乗
二
五
逆
罪
三

一
閲
提

如
レ是
三
病
世
中
極
重

悉
非
三
声
聞
縁
覚
菩
薩
之
所
二
能
治
一

善
男

子
響
如
二有
レ病
必
死
難
丁治

若
有
二謄
病
随
意
医
薬
一若
無
二謄
病
随

意
医
薬
一

如
レ是
之
病
定
不
レ
可
レ
治

当
レ
知
是
人
必
死
不
レ
疑

善

男
子
是
三
種
人
亦
復
如
レ
是
＊
若

有
二声
聞
縁

覚
菩
薩
一或
有
レ
説
レ
法

或
不
レ説
レ
法

不
レ
能
レ令
三
其
発
二
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
心
一

(
B
)
迦葉
響
如
下病
人
若
有
二
謄
病
随
意
医
薬
一則
可
レ令
レ差

若
無
二此

三
一則
不
占
可
レ
差

声
聞
縁
覚
亦
復
如
レ是
従
二
仏
菩
薩
一聞
レ
法

已

即
能
発
二
於
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一非
二不
レ聞
レ
法
能
発
心
一也

(
C
)
迦葉
響
如
下病
人
若
有
二
謄
病
随
意
医
薬

一若
無
二謄
病
随
意
医
薬
一

皆
悉
可
占
差
…
…

(A
'
)
…
…
善男
子
響
如
下有
レ病
必
死
無
レ治

若
有
中
謄
病
随
意
医
薬
上

若
無
二謄
病
随
意
医
薬
一

如
レ是
之
病
定
不
レ
可
レ治
…
…

(
A
)
(
B
)
(
C
)
は

三
種
病
人
の
響
え
を
述
べ
て
い
る
が
、
親
鶯
は
(
B
)
に
あ
る

文
 
(
傍
線

の
文
)
 を
(
A
)
に
入
れ
 (
*
印
の
個
所
)
、又
独
特
な
訓
点
を
施
し

て
 
(
(
A
'
)
の

文
)
、
(
A
)
の
原
文
の
意
を
変
え
て
い
る
。
原
文
で
は
看
病
人
と

医
師
と
医
薬
の
三
者
が
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
種
の
病
人

(諦
法
・
五
逆
・
一
閲
提
)
 は
必
死
不
可
治

の
も

の
で
あ
る
と
い
う
意

を
、
看
病
人
と
医
師
と
医
薬
が
な
け
れ
ば
不
可
治
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

親
轡

の
浬
繋
経

観
 
(
林
)
 

二
二

一
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親
鷺

の
浬
般
不
経
観
 
(
林
)
 

二
二

二

あ
れ
ば
不
可
治
で
な
い
と
し
た
。
そ
の
結
果
第

一
種
(
A
)
の
病
人
の
こ
と

を
説
い
た

こ
の
文
が
、
第
二
種
樹
の
病
人
の
こ
と
を
説
く
文
と
同
じ
内

容
に
な

つ
て
い
る
。
従

つ
て
諺
大
乗

・
五
逆
罪

・
一
閲
提
は
仏
力
に
よ

つ
て
発
心
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

<
真仏
土
巻
迦
葉
品
の
引
文
>

或
有
レ
説
言
三犯
四
重
禁
作
五
逆
罪

一
閾
提
等
皆
有
二仏
性
一
 (
或
説
云

無
)
 原
文
に
は

「皆
有
仏
性
」
と
あ
る
次
下
に

「
或
説
云
無
」
の
句
が

あ
る
が
、
親
鷺
は
こ
れ
を
略
し
て
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
説
を
強
調
し

て
い
る
。

右
に
引

い
た
現
病
品
や
迦
葉
品
を
親
鷺
は
全
く
原
文
の
意
と
異
つ
て

解
釈
し
た
が
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

(
ヨ
)
現病
品
の
文
に
お
い
て
、
二
乗
は
仏

・
菩
薩
に
よ
り
法
を
聞
い
て

発
心
す
る
が
(
B
)
、一閲
提
等
は
三
乗
人
に
よ
つ
て
発
心
し
な
い
(
A
)
、

と
あ
る
。
し
か
し
仏
力
に
よ
つ
て
二
乗
の
発
心
が
可
能
な
ら
ば
、
同

じ
仏
力
に
よ
つ
て

一
閲
提
等
の
発
心
も
可
能
に
な
る
と
解
釈

で
き

る
。

(
亘
)
『
大般
浬
葉
経
』

一
部
に
お

い
て
、
初

め

の

『
大
般
泥
疸
経
』
に

相
当
す
る
部
分
は
、

一
閾
提
は
全
く
成
仏
不
能
の
機
と
さ
れ
て
い
る

が
梵
行
品
の
辺
よ
り
、

一
閾
提
の
罪
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
大
慈

悲
の
菩
薩
精
神
に
立
脚
し
て

一
閲
提
に
対

す
る
救
済

を
述

べ
て
い

る
。
即

ち

『
浬
繋
経
』
は

一
閾
提
不
成
仏
か
ら

一
閲
提
成
仏

へ
と
展

開
し
て
い
る
。

以

上
述

べ
て

き
た
如

く
、

親

鷺

が

『
浬

藥

経

』

を

重

視

し

た

理

由

と

し

て
、
(
1
)
『
浬契

経

』

は
釈

尊

一
代

の
結

経

で
あ

る
。
(
2
)
『
浬繋

経

』

は

浄
土

教

典

に
準

じ

て

い
る
。
(
3
)
仏教

教

学

史

上

注

目

さ

れ

て
き

た

仏

性

論
争

に

対

し
、

親

鷲

自

身

の
見

解

を

『
浬

繋

経

』

に

よ

つ

て

述

べ

る
。
(
4
)
『
浬繋

経

』

に
説

か
れ

る

五

逆

・
諺

法

・

一
閲
提

等

の
難

化

の

三

機

を

自

己

の
上

に

み
ら

れ
、

救

済

の
可
能

性

を
述

べ
る
。

等

の
四

つ

が

考

え

ら

れ

る
。

1
 
真
宗
聖
教
全
書
五
巻

・
六
八
頁
、

親
攣

聖
人
全
集
六
巻

写
伝
編

二

・
一

五

一
頁
。

2
 
親
鷺
聖
人
全
集

六
巻

写
伝
編

二

・
一
二
九
頁
。

3
 

恵
信
僧
都
全
集

二
巻

・

一
二
〇
頁
。

4
 
真
宗
聖
教
全
書
四
巻

・
二
二
二
頁
。

5
 
同

上

四
巻

・
五
九
〇
頁
。

6
 
同

上

四
巻

・
四
三

二
頁
。

7
 

同

上

二
巻

・

七
九
頁
。

8
 
同

上

二
巻

・
一
一
八
頁
。

《
参
考
文
献
》
国

訳

一
切
経
浬
契
部

一
解
題

常
盤
大
定
氏
、

同
二
解
題

横
超
慧
日
氏
、
日
本
浄
土
教
思
想
史
研
究

普
賢
晃
寿
氏
、
「
親
鷺
聖
人
と
浬

葉
経
」
(
大
谷
大
学
研
究
年
報
第

二
輯
)
 安
井
広
度
氏
、

「
親
鷺
聖
人

の
読
経

眼
-
浬

葉
経
三
病
人
に

つ
い
て
-
」
(
親
鷺
聖
人
論
孜
第
三

号
)
 横

超
慧

日

氏
、
「
親
鷺
聖

人
の
浬
架
経
観
」
(真
宗
研
究
第
五
輯
)
 土

橋

秀

高

氏
、
「
親

黛
聖
人
と
浬
繋
経
」

(竜
谷
大
学
論
集
第
三
六
五

・
三
六
六
合

併
号
)
 土
橋

秀
高
氏
。
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